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審議の概要 

開 会 

 令和７年度 第２回瑞穂市防災会議・瑞穂市水防協議会・瑞穂市国民保護協議会の開催 

 

１．会長（市長）挨拶                                

最近の災害に関しては、鳥取、島根で震度５強の地震があった。また、山梨の上野原

市では、山林火災があり、なかなか鎮火できないような火災が増えてきているように感

じている。引き続き、災害への備えはしっかりとやっていかなくてはならない。 

本日の防災会議では、３月の市議会へ提案を予定している（仮称）瑞穂市防災減災条

例（案）の他にも、瑞穂市国土強靭化地域計画（案）や瑞穂市地域防災計画（案）、瑞

穂市水防計画（案）、瑞穂市国民保護計画（案）と多くの議題がある。これらについて

ご審議いただきたい。 

 

 

２．会議の運営方法について                             

  委員２５名中、会議出席者は２２名で過半数以上であり会議は成立する。 

  会議録は要点筆記とし、発言者名等はすべて公表とする。 

  事務局作成の会議録の確認は、会長（市長）と松野委員が行う。 

 

 

３．議題（１）（仮称）瑞穂市防災減災条例（案）について                 

（仮称）瑞穂市防災減災条例（案）の要点と前回の防災会議以降の取り組みについて事

務局より説明。 

  

 【質疑・意見等】 

  特になし 

 

 

４．議題（１）（仮称）瑞穂市防災減災条例（案）の答申（案）について             

（仮称）瑞穂市防災減災条例（案）の答申（案）について事務局より説明。 

 

【質疑・意見等】 

  特になし 



 

○会長 

防災会議として、（仮称）瑞穂市防災減災条例の答申（案）について、了承というこ 

とでよろしいか。 

 

【質疑・意見等】 

  全員了承 

 

 

５．議題（１）（仮称）瑞穂市防災減災条例（案）の正式名称の決定について       

  

○会長 

 条例の正式名称を決定したい。現在、（仮称）瑞穂市防災減災条例となっている。 

  （仮称）を外すか、他の名称にするのか。 

 

【質疑・意見等】 

 ○事務局 

他市町の条例名を紹介。 

 

🔶松野 守男 委員（緊急対策協力会 会長） 

   瑞穂市は、水害のほうが心配なので幅広く、防災・減災のほうが良いのではない 

か。 

 

🔶椙浦 正 委員（瑞穂市防災士会 会長） 

   前文にも水害のことが記されている。消防団の水害活動も記されているので、防 

災・減災のほうが良い。 

 

🔶馬渕 晃 委員（瑞穂市消防団 団長） 

   ご提案されている条例名で良いと考えている。 

 

○会長 

 それでは、瑞穂市防災減災条例という名称で、市議会に提案していきたいと考えて 

いる。この名称でご了承いただいたということでよろしいか。 

 

【質疑・意見等】 



全員了承 

 

 

６．議題（２）第２期瑞穂市国土強靭化地域計画（案）について 

第２期瑞穂市国土強靭化地域計画（案）の要点と前回の防災会議以降の取り組みについ

て事務局より説明。 

 

【質疑・意見等】 

 

🔶若園 明裕 委員（もとす医師会 会長） 

   ５０年前の浸水の教訓から牛牧地区においては、各家庭が盛土をして家を建てて 

いる。その方たちが、今となり、高齢化により介護を受けている状態である。各家庭 

で盛土しているため、スロープを設置することが困難である。老後にも活用できるよ 

うな盛土の計画を考えて欲しい。 

 

○会長 

   牛牧地区においては、昭和５１年の水害以降の１０年から１５年以内に建てられ 

た家が、かなり高く盛土をして整備されている。その方が高齢化により介護が必要に 

なっているが、盛土によりスロープを設置することが難しい状態となっている。事務 

局は、どのように考えているか。 

 

○事務局 

   計画に反映するとなるとなかなか難しい。ご意見を参考にして、庁舎内で共有する 

など、制度的に何ができるのか、担当課に伝えていきたい。 

 

○会長 

 防災会議として、第２期瑞穂市国土強靭化地域計画（案）について、承認というこ 

とでよろしいか。 

 

【質疑・意見等】 

  全員了承 

 

 

７．議題（２）第２期瑞穂市国土強靭化地域計画（案）の答申（案）について 

第２期瑞穂市国土強靭化地域計画（案）の答申（案）について事務局より説明。 

 

【質疑・意見等】 

  特になし 

 

○会長 



防災会議として、第２期瑞穂市国土強靭化地域計画の答申（案）について、了承と 

いうことでよろしいか。 

 

【質疑・意見等】 

  全員了承 

 

  ○事務局 

   二つの答申案につきましては、会長が市長であるため、正式に代表の防災委員から 

市長へ答申を提出する機会を設けたい。市長へ提出するかたを２名決定したい。 

 

  ○会長 

防災会議を代表して、馬渕委員さんと松野委員さんにお願いしたい。 

    

【質疑・意見等】 

全員了承 

 

 

８．議題（３）瑞穂市地域防災計画（案）について 

  瑞穂市地域防災計画（案）一般対策編、地震対策編、原子力対策編について事務局よ

り説明。 

 

【質疑・意見等】 

🔶児玉 克仁 委員（岐阜県危機管理政策課 岐阜地域防災対策監） 

   ご活用する機会が無いに越したことはないが、住民のかたが避難されたときに、能 

登半島地震の教訓から防災資機材を整備している。 

 

🔶遠藤 幹也 委員（瑞穂消防署長） 

   瑞穂消防署においても、貸出できる資機材はあるのでご活用いただきたい。 

出動訓練についても岐阜市消防本部との連携を図っていく。引き続き、情報提供等

お願いしたい。 

罹災証明書の発行についてスムーズに対応するのは難しいと考えているが、そのあ

たりの準備等など具体的な対策があれば教えて欲しい。 

 

○事務局 

   県が主催する研修に参加するなど取り組んでいる。罹災証明等の発行にあたり、シ

ステムの導入等には、至っていない。今後検討していきたい。 

 

○会長 

 防災会議として、瑞穂市地域防災計画（案）について、了承ということでよろしい 

か。 

 



 【質疑・意見等】 

  全員了承 

 

 

９．議題（４）瑞穂市水防計画（案）について 

  瑞穂市水防計画（案）ついて事務局より説明。 

   

【質疑・意見等】 

  特になし 

 

○会長 

防災会議として、瑞穂市水防計画（案）について、了承ということでよろしいか。 

 

【質疑・意見等】 

  全員了承 

 

 

１０．議題（５）瑞穂市国民保護計画（案））について 

  瑞穂市国民保護計画（案）ついて事務局より説明。 

   

【質疑・意見等】 

  特になし 

 

○会長 

 防災会議として、瑞穂市国民保護計画（案）について、了承ということでよろしい

か。 

 

【質疑・意見等】 

  全員了承 

 

 

１１．議題（６）令和７年度瑞穂市防災事業報告及び令和８年度瑞穂市防災事業計画（案）

について 

   

令和７年度瑞穂市防災事業報告及び令和８年度瑞穂市防災事業計画（案）ついて事務

局より説明。 

 

【質疑・意見等】 

🔶馬渕 一弘 委員（瑞穂市自治会長連合会 会長） 

   瑞穂市防災士会への加入率が低いのではないか。また、来年度は中学生の防災士の 



育成を掲げているが、中学生も瑞穂市防災士会へ加入していくのか。 

 

○事務局 

   加入率は、およそ６０％程度だと認識している。中学生の防災士育成については、 

現在教育委員会と連携を図り調整中である。 

 

🔶松野 守男 委員（緊急対策協力会 会長） 

自治会での防災訓練について、新しい自治会長にお願いをしているが、なかなかう

まくいかないことが多い。消火栓も最近は、地下式となっている。使用方法について

は、ひとりでも多くに方に経験してもらいたい。防災訓練においては、多くの自治会

の方が参加できるようなシステムを考えて欲しい。具体的には、補助金がでているが、

自治会の訓練と避難所確認訓練など２段階方式の補助金制度を導入すれば、参加する

自治会が増えるのではないか。 

 

🔶馬渕 一弘 委員（瑞穂市自治会長連合会 会長） 

   自治会行事への参加は少ない。さらにこれ以上厳しく行うと参加者は減少してし 

まう。 

 

  ○事務局 

   貴重なご意見をお二人から頂戴した。今後、検討はしていきたいと考えている。 

自治会長への会議が年に数回ある。こうした機会を活用しながら自治会での防災訓 

練の開催をお願いしていきたい。 

 

 

🔶椙浦 正 委員（瑞穂市防災士会 会長） 

    先日、牛牧北部コミュニティセンターで防災訓練を行った。参加者の中には、防

災士会への入会に躊躇っているかたがいた。防災士会に入会すると負担があるとの

こと。防災士会の考えは、負担にならない程度で、できる範囲で参加してもうこと。

ぜひ入会してくださいとお願いした。 

 

🔶若園 明裕 委員（もとす医師会 会長） 

   瑞穂市民メールは、訪問看護職員やヘルパーさんなど、みなさん入っている。この 

市民メールは、たくさんのイベント情報等が入ってくる。災害に特化したメールのみ 

送信できるような仕組みを考えて欲しい。 

 

  ○事務局 

   カテゴリーを選択できる仕組みになっている。イベント情報などすべて登録して 

いただければ幸いですが、カテゴリー別に選択できるため、防災のみを選択すれば対 

応可能となっている。 

 



 

１２．その他 

報酬等について事務局より説明。 

 

【質疑・意見等】 

  特になし     

 

 

閉 会 

 

 

事 務 局 

（担当課） 

 瑞穂市 企画部 市民協働安全課 

 ＴＥＬ ０５８－３２７－４１３０ 

 ＦＡＸ ０５８－３２７－７４１４ 

 e-mail siminkyo@city.mizuho.lg.jp 
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